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(1) 胎児胸腺上皮細胞の， organella の発生，発育，また胸腺組織の機能的成熟度からみて，胎
生 8 週， 12週， 15週， 17週以後の 4 つの段階的な発育時相が分別しえた。
??
(2) この時相との形態学的類似性から，胸腺腫を未分化型，低分化型 中分化型，高分化型の 4
型に分類した。その各頻度は各々 5 例( 5 %), 16例 (16%) ， 68例 (68%) ， 11例(1 1%)となった。
(3) 中分化型はその細胞形態により， polygonal cell type 49例， clear cell type 6例，及び
spindle cell type 13例の 3 亜型に分類した。
(B) 分化度分類と臨床像との相関
(1) 胸腺腫の性比は男性56% と男性優位で、あった。擢患年令は 45土 14 (S. D) 才であったが，未




た(p<O .01) 転移率は， 高分化型 0%，中分化型13.2%，低分化型18.8%，未分化型100 %で
あり，分化度が低いほど転移率が大であった。
(4) 腫傷死は症例の18%に認められた。腫蕩死の有無により，各分化型の分布には有意の差が認め
られた (p<O.Ol) 。 腫蕩死率は高分化型 0%， 中分化型14.7%，低分化型18.8%，未分化型
100 %であり，分化度が低いほど腫蕩死率が大であった。
(5) 手術より死亡に至る平均月数は，中分化型69 :i66 (S. D) カ月，低分化型14 :i 10 (S. D) カ月，
未分化型 5 土 3 (S. D) カ月であった。中分化型lと低分化型間 (p<0.05) ，中分化型と未分化型
間 (p<O .02) には有意の差が認められた。
(6) 根治的切除例における腫蕩死率は高分化型 0%， 中分化型9.6%， 低分化型7.7 %, 未分化
型100%であった。また姑息的切除例における腫蕩死率は高分化型 0%， 中分化型31. 2% ， 低
分化型66.7%，未分化型100%であった。根治，姑息いずれの切除でも，腫蕩死の有無により，
各分化型の分布に有無の差が認められた (p<O .025) 。
(7) 5 年生存率(実測生存率)は高分化型100% 中分化型 92.5 %，低分化型44.3% ， 未分化型
0%であった。各分化型間で化較すると，高分化型と低分化型間 (p<O. 05) ，高分化型と未分化
型間 (p<O. 001) ，中分化型と未分化型間 (p<O.OOl) ，低分化型と未分化型間 (p<O.05) で
有意の差が認められた。
〔総括〕
(1) 胸腺上皮細胞の分化度に基いて胸腺腫を高分化型， 中分化型， 低分化型， 及び未分化型の 4
群に組織学的に分類した。
(2) 周囲臓器への浸潤の有無，腫蕩死したか否かにより 腫蕩の各分化型の分布には有意の差が認
められた。また，生存月数及び実測生存率は腫蕩の分化度と有意の関連性を証明しえた。
円/­??
論文の審査結果の要旨
著者は人胎児胸腺上皮細胞を光顕的，電顕的に観察し，その分化度と胸腺腫上皮細胞の分化度とを
対比することにより胸腺腫の組織学的な分類法を設定したが， 本分類法に従えば， 胸腺腫の臨床像
と有意の関連性がえられた。 本論文は基礎及び臨床の両面から考えて， 非常に価値の高い論文であ
ると認める。
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